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内 容 梗 概

日立製作所ではディジタル電子計算機としてHIPAC-1およびHIPAC-101のパラメトロ･ン電子計算

機を製作し,それが現在広範囲の科学計算に利用されている｡特に最近,経営の合酎ヒに伴なって事務

処理の機械化の必要性が検討され,ディジタル電子計算機を主体とするデーター処理組織を採用し高能

率化を図ろうとする要望が高まりつつある･⊃そこで事務処動こも操作の容易ないわゆる汎用電子計算機

の検討を進め,最近開発されたスイッチング用トランジスタを使用して,オールトランジスタのディジタ

ル電子計寄機を製作した｡本稿でほ,製作後,電子_T業振興協会に設置されて活躍しているHITAC-301

形電子計算機の全体の構成と機能について述べている｡

1.緒

HITAC-301ほ HITACHITRANSISTOR AUTO-

MATIC COMPUTER-301形電子計算機の略称で電気

試験所において開発されたトランジスタ計算機ETL-

MKⅣ-を基 にし,事務J-1jとして粕こ低利なように改良

されたテープあるいほカードをベースとするプログラム

内部記憶式中形電子計算機で,次のような特長をもって

いる｡

(1)プログラム内蔵方式であるから駅算に必要な命

令もすべていったん記憶装抑こ入れてLまって,あとほ

まったく日動的に処,印される｡

(2)入川力装躍を伸時に動作させることができる.二.

一般に事務計算においてほ,計算機の動作時間の大部分

は入fIけJ装置の動作時間であるから,これができること

により,実矧裾こ使用能率が倍加されることになる｡

(3)前年を行いながら‖力製聞を動作させることが

できる｡カード入力の場合ほ,入力装置を動作させなが

ら択算を行うことも可能である｡タイプアウトならびに

パンチアウトの動作を行いながら浜 を継続できるか

ら,事務用としてJ二恥､る場合ほもちろん,俊邦な技術計

算に際しても,実質的に演算時間が著しく短縮できる.

(4)簡単な媒作指令により幾槌類もの入f!リコ装置を

操作できる｡

万能入fu力装置 カード リーダ

カード パンチ フォト テープ リーダ

など,多数の入J_1i力装置の接続要求に応ずることが可能

である｡

(5)カードリーダおよびカードパンチにほIBMカ

ードを使用する｡したがって従来IBMシステムを採用

しているところにおいても,なんら仕事の様式を

ることなく本機の使用が~=∫能である｡
*
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更す

(6)漬算に際してi･も 加減算などにおいて上位のけ

たがレジスタのけた数をはみ汁ルた場合,あるいほ除算

不能などの場合の対策としてオーバフローの検J-11がHJ能

であり,その場斜こほ,潰舘停止とその表示(ランプ)を行

い,またほ別の操作指令にジャンプすることができる｡

(7)命令ほペアードオーダ(1語13けたに二つの命

令語を入れる)方式であり,一定記憶揮左目こ対して2倍

のプログラムステップを取ることが可能であるのみでな

く,必要な命令を記憶装置から取り山す時間が-{般の場

合のナ1三分に短縮される｡すなわち記憶装岩をはとんど倍

加して使丁~1Jできるとともに漬算時間ほ実質的に短縮され

る｡適当なプログラミングを行った場合には,計算機の

動作時間を数分の一一以内に納めることも■‖J能である｡

(8)リード インの命令で数値,文字を同様に読込

むことができる｡一般には文く一上:および数値を読込むため

の操作ほ複雑があるが,本機ほその操作が中一命令で行

いうるから簡子ilである｡

(9)クイック アクセスメモリを有する｡このメモ

リを使用した場合は情報を読flけ場合の平均待時間が5

分の1に短縮される｡このクイック アクセスメモリは

60語まで収待可能である｡

(10)洪算 チとしてトランジスタおよびダイオード

を便川するから使用電力がわずかである｡

(11)事務処王帰｢算業務あるいほ科学技術計算の例と

して次のようなものに適用できる｡

(a)事務処理の例

管理を含む資材業務,工程管理業務,経理

労務管理 務,統計解析,等々

務,

(b)科学技術計算の例

連立一次方程式,逆行列,行列の固有値問題,代数

方程式,超越方程式,常微分方程式,その国有値問題,

偏微分方程
,その固有値問題,定積分,積分方程式,

統計解析(回帰分析,相関分析,分散分析,など)フ
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第1図 カ
ード 入 出 力 装置 の 機構

ーリェ解析,線形計画法,モンテカルロ法,
々

2.HITAC-301の構成および磯能

HITAC-301データー処押システムの構成要素ほ次の

ように大別される｡

人力装置

f-1け]装置

記憶装聞

漬算装置

制御装;罠

2.1入出力装置

入九‖力ほ次の三つの方法により行うことができる｡

カ ー ド

統テープ

鍵 盤

2.1.1カードによる入出力装置

カードリーダおよびカード パンチ

カードリーダおよびカードパンチほコンピュータ本

体にカード上のデーターあるいは命令を読込み,また

は漬算結果をカード上にさん孔する場合に使用され

る｡このようにコンピュータと 勤して,コンビュー

タ本体に対する入｢H力装置として偵J~!jされるほか,単

独で集l才はん孔(ギャング パンチ)ができ,きわめ

て融通性の居んだ操作が可能である｡

第l図に示すように,読取部,読取さん孔附こ大別

できる｡読1鋸l;および読取さん孔部はそれぞれ独立に

操作することも通勤して操作することもできる｡

通常カードからデーターあるいは命令をインプット

するときほ∴鉱軋■那の第1,第2ブラッシ,あるいほ

読取さん孔削の第1ブラッシで読込ませる｡

読取mブラッシほ,それぞれカード80欄に対J.とこした

80木のブラッシで構成される｡読取部では,第1ブラ

ッシで読込まれた信けほセレクタを働かせ第2ブラッ

シで読み込まれたデーターあるいほ命令のフォマット

･コントロールを行う｡コントロールされた情報がコ

ンビュー∵タにインプットされるり また読取さん孔i-71;の

第1ブラッシで読込まれたデーターあるいは命令はコ

ントロールなしにコンピュータにインプットされるし

読込まれたデーターを=基としてコンピュータで計算
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し】立評論別冊第34り▲

が行われ,その結果は読取さん孔別のさん

孔用ダイスでパンチアウトされる｡さん孔

部にほカード80欄に対応する80本のさん孔

用ナイフから成るさん孔川ダイスがある｡

2.1.2 カードリーダおよびカード パン

チによる諸操作

(1)読込みとさん孔を別々のカードで

行う場合

インプットカードを読取部の第1ブラッシで読込

み,その結果を別のカード上に読取さん孔耶のさん

孔川ダイスによりアウトプットする｡

(2)読込みとさん孔を同一カードで行う場合

インプットカードを読取さん孔那の第1ブラッシ

で読込み,その結果を同一カード上にさん孔川ダイ

スによりアウトプットする｡

(3)集団さん孔

上記各項の操作において,カード上の特定欄にパ

ンチアウトされた漬算結 またほデーターを読取さ

ん孔部の第2ブラッシを使って以降のカード上にさ

ん孔複写することができる｡読取さん孔部の第2ブ

ラッシも80本のブラッシで構成されている｡

(4)特定カードへのパンチアウト

上記各項の操作において,パンチアウトを特定カ

ードのみに対して行うことができる｡

(5)カード特定欄へのパソチアウト

上記各項の操作において,それぞれのカードの特

定欄にパンチアウトすることができる｡

2.1.3 テープによる入出力装置

(1)テープ入出力装置

テープ人拇力 置ほ,コンピュータ本体へのデー

クーあるいは命令のインプットおよび演算結果をア

ウトプットする場合に祇テープを使川するもので,

通常2台を接続することが■可能である｡テープリー

ダとパンチはコンピュータ本体に直結してコンピュ

ータに対する面接の人～一軒力として使JIJ(オン
ライン

カ式)することも,また切りほなして叩▲独使用(オフ

ライン方式)することもできる｡したがってコンピ

ュータ本体とは別に独立してテープの内容を印刷す

る機能も持っている｡このように入‖力装置が独立

して働く機能をもっているため,コンピュータ本体

を常に占有することなく,併行的に各種の処理を行

える特長をもっている｡テープほ6準位あるいは8

中位の両方を使用できる｡この選沢ほテープリーダ

とテープパソナのチャソネルスイッチの操作により

行うことができる｡テープの読込み,さん孔の速度

は450〔テリ秒である｡テープによりインプットまた

はアウトプットしうる文字ほ次のとおりである｡



HITACq301形

第2しぎl

数字 0～9

英字 A～Z

記号 +,-,♯,④,¥,など

ギリシャ文字 α,β,r,げ,ミ

10字

26字

18字

5字

これらほテープのコントロール記号でI白二接コン

ピュータにほインプットしない｡

印刷様式のコントロール記号

間隔,改行,改復,抹消(2帽類) 5字

これもコンピュータにほインプットしない｡

テープリーダ,テープ/ミンチはユニットとして,

万能入Ⅲづ]装置と称する矧Jヲ亡の一部の機構として組

み込まれたものであって,

)テープのリードイン→コンピュータ本体

)鍵盤→コンピュータ

(iii)コンピュータ→テープパンチとプリント

(iv)コンピュータ→テープパンチ

(Ⅴ)コンピュータ→プリント

以上 オンライン

(vi)テープのリードイン→テープパンチ

(vii)テープのリードイン→プリント

(viii)テープのリードイン→テープパンチとプリ

ント

(ix)延焼→テープパンチ

(Ⅹ)鍵盤→プリント

(Ⅹi)鍵盤→テープパンチとプリント

以上 オフライン

の組合わせの作業を,コンピュータに与えられた指

令(プログラミソグ)またほコントロールキーの操

作により指ホすることができる｡したがって駁始帳

弐一三をプリント作成すると同時にその内容をテープに

さん孔し,そのテープをコンピュータにインプット

するというようにIDP方式(適統一一貫処理力式)の

考え方を適ノー1jすることができる-〕

(2)光電式テープリーダ

前述のテープリーダはテープのさん孔を機械的に

読み取ってインプットする装躍であるため,コンピ

ュータ本体の処理速度に比し読込み速度がおそいと

いう弱点がある｡Lたがってプログラムテープにそ

の比較的量の少ないデーターをインプットする際に

ほコンピュータの処上里裏度に適した高速度で読込み

を行うことのできることが望ましい_∴光電式テープ

リーダは機械的にテープのさん孔を読み取るのでほ
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命令 遷地別 命今 番地蔀

第3岡 命令語のパターン(1語に指令が二つ入る

ようになっている)

なく,フォトトランジスタをもってさん孔の有無を

読み取るため,その読取速度は200字/秒という高

なものになっている｡コンピュータ本体に2台まで

接続することができる｡

(3)プリンタと

印刷機構ほテープリーダと

能入出力 置の もすなを那

で項のチン､ノ

のであり,Flj!十:部と

盤とから成り立っている｡したがってプリンタ,鍵盤

の甲能入日力装置ではなく,前述したように行幅の

組合せ機能をコントロールキーまたはプログラムに

よって指示できるようになっている｡鍵盤ほオフラ

インとしてテープをパンチしたりプリントを行わせ

ることも,手動によりコンピュータ内部にデーター

をインプットするようなオンライン操作をも行うこ

とが~叶能である｡プリンタにおいて印ザしうる文〔-～:

ほテープにさん孔しうる文字64宰中58!ニケ:(前

ソトロール記号を除いたもの)であり,印刷様式のコ

ントロールは間隔,改行,改複など,鍵盤によっても行

えるし,コンピュータからのデーターをプリントす

る場合にほこれらコントロール記号をコンピュータ

内部より受けることによF)鍵盤によるコントロール

とまったく同様に様式の制御を行うことができる｡

2.2 記憶装置

コンピュータ本体は最初忙与えられたデーター,命令

を記憶しなければならない｡また処ユ!l脚一子某をなんらかの

形でアウトプットするまで記憶しなければならない｡〕

HITAC-301においてほこれらの情報ほ記憶装抑こ貯え

られる｡記憶儲闇は多数のl_ヰ師こ細分されており,奨際

に情報が記憶貯蔵される場合は,これらの｣ズ画の目｣に振

り分けられて記憶する｡記憶髄粛の一つの区画を中位と

してこれを1語という(つ したがって1区画の申に記憶で

きる情報のと1Lは1語である｡1語ほさらに13の区l榔こ

細分され,この一一?の甲位区画は1字(またi･よ1けた)

である｡したがって第2図に示すように1語ほ13けた

より構成されている｡)]銅ミ端のけたを語のSD(Sign

Digit=符けけた)といいこのけたが"1"であればその

語は(-)とし′て,"0りならば(+)として扱われる｡次の

けたをMSD(MostSign摘cant Digit=拉上位けた)故

イ~-I端のけたをLSD(Least Signi丘cant Digit二浪~F位け

た)と称する｡

記憶装閏としてHITAC-301は磁気ドラムを使川して
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いる｡情報はこのドラムの表面に磁気的に記録される｡

ドラムは横の方向に24分割され,分割されたものをバン

ドと称する｡すなわち24バンドから構成されている｡

このうち22バンドは実際の演算に関係するデーターあ

るいは命令を記憶させるものである｡おのおののバンド

は円周方向に100等分され,その1分割にはそれぞれ番

地が定められており各番地にほ1語の情報が書き込まれ

る｡1バンドにi･ま100の番地があり100語の情報を記憶

することができる｡22バンドのうち3バンドは即時呼出

しバンドと称し同じ内容を5回20語間隔に書込むよう

になっているので1バンド当り20語の記憶容量しかな

い｡したがって22バンド全体の記憶できる語の数ほ

1,960語である｡

各バンドは1,2,4,8,Pの5つのトラックから構成さ

れる｡第4囲むこホすように語の1けたは5偶のビットで

構成され,そのうち4偶のビットほそれぞれ1,2,4,8,

のウェイトをもっておりこれらを加えたものがそのけた

の数となる｡ただし1けたに示される数ほ9以___とにほな

らないようにしている｡Pほチェックビットで1けたほ

必ず偶数個のビットで表わされるように付けられるもの

である.｡

磁気ドラムほ1分間に約10,00恥Ⅰ転するので1回転に

要する時間ほ約6msである｡情報の書込み訪朝しほ1

個のヘッドにより行うので一つの番地がヘッドの下にあ

り次にその番地の内容を読出すにほドラム1回転の6ms

の時間がかかる｡即 呼Ⅲしバンドほ同じ内揮のものが

20番地おきに記憶されているので一番近いところから読

出せば1.2msである｡任意の番地から読刊す場合は平

均として6msの兢すなわち3ms,1･2msの兢の0･6ms

となる1_j これを平均待時間という｡

その他インプット/ミッファ バソド,アウトプット

バッファ バンドがあり,カード入HけJ製云置とコンピュー

タと?情報のやり取りを行う中間的な記憶装荷であり,

おのおの12トラックで構成される遅避線路方式の記憶

装置である｡このほかにタイ ソグとクロックパルス川

の2偶のトラックがある｡

2.3 演算轢構および制御楔構

2.3.1演算機構

HITACw301の演算機構ほ次のものから構成されて

Jβ 〟∫β ∠∫β

ドラム上広記憶さ古訓境手艮のみチェックビットがつく.

第4国 ドラム上に記憶される情報のみチェックビ

ットがつく

12

いる｡

(i)

日立評論別冊第34号

UA(Upper Accumulator)

1語(符号+12けた)

(ii)LA(Lower Accumulator)

1語(符号+12けた)

(iii)MDレジスタ(Multiplicand Divisor Regi-

Ster)

1語(符号+12けた)

(iv)MQレジスタ(Multiplier Quotient Regi-

Ster)

1語(符号+12け~た)

加算器はUAに内 されている｡演算結果ほ普通ア

キュムレ一夕に表われる｡アキュムレータほUAとL

Aがあり通常ほそれぞれ独立しているが,乗算,除算,

けた移動などの場合は自動的に泊二列につながるように

なって1つのアキュムレータとして働く｡レジスタの

働きは次のとおりである｡

(a)加減算 A±B

AをUAに立て,ドラム▼l二に記憶されているBを加

えるとその和がUAに,Bを減ずるとその差がUAに

示される.｡

(b)粟 算 AxB

AをMDRに立て,ドラム上に記憶されているBを

乗ずればその積ほUA～LAに示される｡

(c)除 算 A-ンB

BをMDRに立て,ドラム上に記憶されているAを

隠すればその商はUAに,剰余ほLAに示される｡

し卜記においてAおよびBの関係は相対的なものであ

る｡~)なおMQRについては乗算の場合ほドラム上の番

地から読糾されてMQRに立ち,また除 の場合は商

がMQに立ってそれからUAに移されるLL組になって

いる｡苓レジスタおよぴアキュムレータの内容は川l■り

取りFl-ルても新しく内容が喜込まれない限り変らな

い｡

アキュムレータの内部では数値ほすべて(-)符号と

10の補数によって扱われる｡ほかの潰算関係 後 す

るIRを除く)のレジスタおよびドラムにおいては

(-)の数値は(【)符号と数値の絶対値をもって扱われ

る｡したがってアキュムレータに情報が入る前,およ

ぴアキュムレータから情報がHるあとに必ず1けたの

容量を持つ入力補数回路(IC),H-け〕補数凹路(OC)

出して(-)の数値を10の補数に変換し,またアキ

ユムレータから取り出される10の補数を(一)の絶対

値に変換する｡

2.3.2 制御機構

コンピュータはこれすべて制御機構であるといって

も良いが,HITAC-301でほ次に上げるものがそのお
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/斤♯/ 石並 ド ラ ム

=
イ し 銅′▼~~万死

チ1ツク

回騒 ∫どど ごど回路

〟/フ々
〟どごβ♂豆′

〟`ブ月l

ノど

〟 月 ⊥ パ

♂√

はデータの涜JL

は制御イ三号の流れ

第5岡 ブ ロ
ック ダイ ヤ グラ ム

磁気ドラム

入力

パルス

入手
ノ仙ノス

オ〟β入

第6図 磁気ドラムとの時間的一致をとる機構

もなるものである｡

(i)命令レジスタ(OR)

符号+12けた

(ii)イソデックス レジスタ1(IR#1)

符号+4けた

(iii)インデックス レジスタ2(IR♯2)

符号十4けた

(iv)逐次制御カウンタ(SCC)

4けた

(Ⅴ)短周期カウンタ(MCC)

4けた

(vi)書込み読=し川路(RW)

(vii)一故l叫路(CC)

(viii)命令解読回路(Decoder)

(ix)チェック[~り路

ここi･こ掲げた各横のレジスタおよびカウンタなどほ

ドラムの各番地に諷意されたデーターをどこから持っ

てきてどこへ入れてやれば良いか,ま

た命令をどの機構を使fr=ノて呉施させ

るかというようなことをコントロール

α=∃路

グロ･リグJ ストロー71皿′′ス クロック♂

第7岡 基 本 回 路 の 構 成

､

出力パルス

′｣†

β7

力ふ｣≠J
伽

すJ劇中
｣

β/〉

妄〟′

l-¢

パルストランス ｣

菅貰排も∫ふ

l

→._←一しト__石【____▲｣､-｣グロリグ/ ストローブクUlソグガ･-/♂〆十由一〆十イ占1〆

第8図 基 路
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肌汀出力

♂〟出力

するための機構である｡ORにはドラ

ムの所定のアドレスに記憶されている

命令が順番にしたがって読川される｡

ORに入った命刹･ま Decoderで解読

されてそれぞれの機構に対する制御を

行うし)またORほUAと同様に加算器

を内蔵しており,命令H体を演算して

命令の一部分である番地部の値正を行

うことができる｡

IR♯1,IR#2i･ま前に述べた番地

部の修正を行うときに主として使わ

れるもので,命令の申の番地部がIR

にセットされた数値により修正され

る｡

SCCおよびMCCほドラムに記憶さ

れた命令,データーを順番にしたがっ

て取り出すための制御機構である｡M

CCほドラムが回転してヘッドの下を

1語分の区l画が通過すると自動的に1

だけ加算されるカウンタで,ドラムが

一周するとMCCの内容は00より99ま

で継続して自動的に変化する｡99に

するとふたたび00にもどる｡SCCに

ほ現布の命令がORに入るとただちに

自動的にORに入っている命令の記･

されていたドラム上の番地に1番地加

えられた番地の数が入る｡MCCの内
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容とSCCの内符ほCCで比較されで一致のとれたと

きSCCで示される番地の内容が次の命令としてRW

を縫目-1してORに入る｡またORに入った命令ほ番地

部でドラム上の番確を指定し,命令の内牢によって指

定された番地の内容を,MCCとORの番地部の一致

のとれた番地からデーターを読刊してRWを締出して

UAなどに入れたり,UAの内容をRWを締出してド

ラムにしまい込む.｡なおバンドの指定選択は

ド町選択回路で行っている｡

別 ンベン

番地部が2,000以_1二の場合ほ漬闇の直前にIR#1,

IR‡2,SCC などで修正を受ける｡修正された番

地を実効番地といいこれはプログラムを組む_上に非常

に便利なものである｡

アキュムレータなど各レジスタほRWを通してドラ

ムと結ばれ情報の援受を行うが,ドラムから情報が誼

み川される時にほ常にチェック回路iこてチェックが行

われる｡ 前 ようにドラムにi･よ,1けたが1,2,4,

8,P,の5ビットで構成されており,1けたの数値ほ

5ビットのうち偶数個のビットに信けがあることによ

って表わされているので読目しに際し各けたの信けを

チェックし,もし1けたが一昔数個の信号であればコン

ピュータの動作を自動的にストップさせるようにして

いる｡また吉込みの際にほ1けたの信一けが必ず偶数個

になるようにチェックビットを付加してやる｡アキュ

ムレータなど苓レジスタほ1けたが1,2,4,8の4ビ

ットで構成されチェックビットにつけていない｡

そのはかコンピュータ本体および人J!‡力装置に対す

るコントロールほ制御ヰJのキー操作によっても手動

で行なうことができる｡すなわち命令をORにセット

する場合ほOR SETの抑ボタン操作により,入=力

装置の選択は入=力選択用の抑ボタン操作により,あ

るいはコンピュータ動作をとめるホール上 動作を一

段楷ごとに進めるためのシングル ステップキーなど

がある｡答レジスタの内行をレジスタ選択川ボタンを

クロック/

入 力

ストローブ
パルス

充電波形

クロックg

出 力

第9図 回 路 各 部 の 波 形
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抑すことによりランプ ホあるいはブラウン管上にモ

ニタすることができる｡

2.4 基本回路

基本い-1路ほ電気試験所にて開発されたものでその構成

ほ第7図,実際のr･･雌糾よ第8図に示すとおりである｡演

算回路,制石肌･_り路はこれら基本川路が直二列に紆ばれて構

成されている.｡

このいl路はクロックパルスに同期して動作する｡クロ

ックパルスはドラムのクロックパルスノーl-Jトラックから読

みHされた辿続/くルスによって作られる(｡ドラムー周

には1,300ビットの信けが入っており回転数が10,000

l=惟/分であるので,クロックパルスの周波数は約217kc

である｡

AND回路はダイオードで構成され最大6個(OR端

子より別にAND回路を付加すれば最大8個)の入ソ｣端

子がありそれぞれその前の基本回路の｢tlナJ端二fに接続さ

れている.=.したがって人力端了･はその前のl‖ほ各に信シテが

ない場合ほアースにクランプされており,クロックⅠに

より Rlを通して供約される電流は人力端子側に流れる

が,すべての人力端二｢に信けがあれほRlを通して供給

される電流はD6のダイオードを通してClのコンデン

サを充電する.｣このコンデンサで一雄与信ンゴーを蓄えておき

適当な時間ののち外描から加えられるストローブパルス

で押しfl=ノ,それをトランジスタとパルストランスで構

成される刊二生増幅祁で椚幅し,クロックⅠⅠで定まる･-･定

波形の信けとして‖り｣パルスが得られる｡

論理図を基としこの基本回路を二並べて配線することに

より,加‡帥1路,術数川路,一致回路,解読川路,信け

保持1州路などから成る前述の漬算機構,制御機構を組ネ

｢
ゝ
し
望
購
登
壇
粗
ト
一
口
⊥
N

ー/β〆

ツタ電圧(〆ノ

第10囚 基本回路 単体動作特性曲線
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立てている.｡

基本川路は外祁条件により動作範囲は変ってくるが,

外m発作を-{定にした場翻こほこの回路†世体としてのマ

ージンほトランジスタのエミッタ電比とストローブ電圧

によって規定される｡第】0図は特定/くターンの入力信

研こ対してエミッタ電圧とストローブ電圧に対するマー

ジンを言称べたものであり2｢Ⅰ!瀾主で囲まれた領域が正常動

作範Pl]である｡〕

3.プログラミング

実際の漬算せ行わせるためにほコンピュータに什事の

｣刃鱒をおばえさせなければならない｡そのた捌こはそれ

に必要な命令を順序よく組合わせ一一迅の命令(プログラ

ム)を作り,祇テープあるいほカードにその命令をさん

孔Lてリーダから読み込ませる｡,制御ri-トトのスタート

キーを即すことにより命令の服けに従って命令を実行す

第1表-1fiITAC301の 命

Arithmetics

Add

Clear Add

Sub

Clear Sub

Add Absolute

Clear Add Absolutc

Sub Absolute

Clear Sub Abso】ute

Mult Add

CIcar Mult Add

Mult Sub

Cleat MuLt Sub

Add Divide

Clear AddI)ivide

Sub Divide

Clear Sub Divide

Add MD

Clear Add M上)

Sub MD

Clear Sub MD

Add Address

Clear Add Address

Sub Address

Clear Sub Address

Round OtF

Incl-enrenL Add

C】earlncrement Add

Increment Sub

ClearIncl-ement Sub

15

02 NiしUA~1+(′n)→UA

O3:N! (′n､ト,UA O→LA

O4:N しUA､)-(n)→UA

O5lNl -(n〕→UA
OL>IJA

3;;:!しUA十=n→UAl吋→UA O→LA

O8:N ｢UAl--,!nト→UA

09 N

12.N

13iN
14 N

15!N

∴

18;N19.N

24l~一

……!=
27

-
-
-

n.-→UA O-→IJA

(UA､l.A)+(MD)x(n)→UA
′-h LA

〔MD､)×(n〕→UA～LA

(/UA～L∧)-しMt})×(こn:)→UA
XIィ.八

一しMD)×(n)→UA～LA

((UJl～IノA■ぅ+(n､り÷しMD､)→
UA,R-,〉1JA

(n.)÷(MD)→Uノ1,Ii→LA

I(U∧～LAl-(n〕)十r_Mn〕→
UA,R→LA

-(n)÷しMD〕L→UA.R→LA

(UAl+しMl))→UA

(Mr)､)→UA O-}Ⅰ一A

(UA〕-しMD〕→UA

-(MDl-→UA O→ⅠノA

321Nl(UA〕+n→UA

三;､三･､
35.N

28 N

;:-∴
311N

n→UA,0▲→LA

しUA〕-n-→UA

-n→UA,0-→LA

10~14+nのけたを4捨5人,n≦13

〔､UA)十10~l小n-→UA n≦13

10~1小一-→UA,0→LA,n≦13

しU▲1)-10｣l小n･→UA n≦13

-10¶14+n→U^,→L^,n≦13

子 計 算 機

る｡HITAC-301己･こ与えうる命令は74でありこれを表示

したのが弟1表である｡

4.結 言

以上HITAC-301形コンピュータの構成と機能につい

て述べた｡本文にほふれなかったが入f.l__t~力装⊥間,記憶装

㍍引こほ 点が多い｡

(l)入=力装椚について

コンピュータの計算速度に比べてアウトプットの応

第1表-2

Transrcr

SLolで

C】ear Stol･c

L()ad MI)

Input Outl)し1t

Numeric Out

Alphabctic Out

Oしtt Spccial

82:N UA→紙テープ,｢り刷nけた,n≦12

N UA→紙テープ,印刷 nけた,n≦6

Nlnで相即る文字→テ←プさん孔用H二J

Cal-dInput,Card Output

コード

Stol･e Burrer

Load 二Bu仔cl一

Read a Card

Panch a Card

1,880(Ca｢dlnputBuffer)→1880～
1899番地

1,8801840～1859路地→(:CardOut-
Put Buだer)

一-:CardReader→しCardInputBu汀er)

l(Card OutputIうuffer)-ウ
Card Puncher

Logic,CtC.

Shift Le･rt

Shift Right

しUA～LA)×10---→UA～LA

n≦13 End oLT shirt

(UA～LA)×10-11･→UA～LA

n≦13 End
off shift

Sllift Left Around.88

L
NoI三拝ccL

.92

nAL～AU､

nfhiS

けたEnd Around

≦13
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動速度がおそいこと｡安

定性が低いこと｡この対

策としては,前者はライ

ンプリンタの開発および

高度テープパンチの接

続,後者は構造的な改良

など｡

(口)記憶装置について

(i)磁気ドラムは情

報の受授忙対して待時

間だけの時間的損失が

あるので待時間のない

コアー記憶装置の接

続｡

(ii)莫大なデーター

処理のた捌こほ記憶容

量を増す必要があり,

外部記憶装置として大

形の磁気ドラム,磁気

テープ,あるいほ磁気

ディスクなどの

接続｡

など今後の検討を要する点

-

●

本装置ほすでに電子工業

振興協会に納められている

ものである｡本装糧を完成

するに当りご指導ご援且肌､

ただいた工業按蘭院電気試

Jump

UnJump Left

UnJ11mp Right

HalLJump Left

HaltJump Right

ACC PlusJump Lcft

ACC PlusJump Right

ACC MinusJump Left

ACCMinusJumpRight

ACC ZcroJumpIJeft

ACC ZeroJump Right

ACC OvcrflowJump Left

ACC OvernowJump Right

Q OverfloⅥ′JumpIノeft

Q OvernowJump Right

1ndex

60･N

61■N

62;N
63lN
72!N

第1表-3

日立評論別m第34号

無条件にnのL.H.(Left Hand)にジャンプ

無条件にnのR.H.(Rigbt Hand〕にジャソプ

いったん汁∵-ルト,リスタートボタンを押すとnのL.H.にジャンプ

いったんホールト,リスタ【1､ポタソを押すとnのR.ⅠⅠ.にジャンプ

しUA｢･≧0ならnのⅠノ.Ⅰ†.にジャンプ

73 N:(UA)≧0ならnの1そ.Ii.にジャンプ

74 N (､UA)く0ならnの
L.H.にジャンソ

75 N ↓､UA)く0ならnの罠/H.にジャンプ

76･N (UA)=0ならnのL.t王･にジャンプ

771N 叩A)=0ならnのR･H･にジャンフ

.1
78■ド:四則演算の雛祭,オーバーフロ･-したらnのR･H･にジャンプ

79 ゝ!四1順算の結果,オーノニーフローしたらnのL･H･にジャンプ
64 N･割錐の結軋商がオーバープロ･-したらnのL･H･にジャンプ

65 N… 害順二の結軋商がオー/く-フローLたらnのR･H･にジャソプ

FIA

IndexIPlusJumpI-eft

lndexIPlusJump Rig■ht

Tnde二X2PlusJump Left

Index2Plし1SJLlmp Right

IndexIMinusJumpI_eft

lndexIMinusJump Right

Index2MinusJump Lcft

Index2MinusJump Right

SetIndexI

SetIndcx 2

所和H電子部長,■岳橋回路

課長,相磯氏,松崎氏に厚くお礼申しあげるとともに捧

々ご援助を賜った日立製作所中央研究所関係省および武

Vol.42 日 立

◎電源開発株式会社西東京変電所納312,000kVA

変圧器

◎大 容 量 相 分 離 形 密 閉 母 線

◎パワーセンタ用低圧メタルクラ

◎電プJ用半導体整流器

◎窒 素 中 の 微

◎干 渉 フ イ

◎硫 化 カ ド

◎大 電 プノ バ

量

､

､
､
､

の酸

ツ
電
分

盤電配ド

圧保護

析 計

の 改 良

ウ ム 光 導 電 セ ル

ル ス 変 圧 器

◎受信用真空管の入力アド

発 行所

取 次 店

日 立 評 論

ッタソスの測定

社

株式会社オーム社書店

52 N

53 N

54･H

55lN

56 N

57 N

58
■

N

59 N

80
■

N

81 N

こ.tR引立>0ならnのL.H.にジャンプ

(:IR#1

(1R#2

>0ならnのR.Il.iこジャンプ

>0ならnのL.H.にジャソプ

りR‡2)>0ならnのR.ILにジャンプ

(IR♯11･≦0ならnのL.ⅠⅠ.にジャンプ

〔IR紆ノ≦0ならnのR.11.にジャンプ

〔†R#2ニ･≦0ならnのIJ.H.にジャンプ

(IR#21≦0ならnのR∵H.i･こジャンプ

n-→‡H‡1

n･→llく‡2

常iこ(IR‡1)-1-うIR#1

常に(IR#1)-1→IR‡1

常をこ(IR#2)-1→IR好2

常に(IR‡2)一1→･1R#2

常に(IR廿r-1-,IR狙

常に(IR笈11-1→IR#1

常i･こ〔1R‡2)-1→IR#2

常に(:Ilそ#2)一1-ナIR♯2

工場宮城剖⊥場長ほか関係者各位に厚くお礼申しあげ

る.｡

=●､

己岡
NO.2

◎/くキスタン政府納2,800kW可動冥立形軸流ポ

ンプとその模型試験

◎ころがり軸受のクリープについて(第2報)

◎常磐線用 ED46形交直両用電気機関申

◎搬 送 局 内 ケ
ー ブ ル の 伝 送 特 性

◎ア シ キ ュ ラ
ー 鋳 鉄 の 研 究

◎5Crl/2Mo鋼 お よ び18Cr鋼 の 熔 接

◎電 磁 軟 鉄 の 磁 性 焼 鈍

:持･十某

◎高 信 横 管 の 特 色 と そ の 使 用 法

東京都千代ml束二丸ノ内1丁臼4番地 振替口座東京71824番

東京都千代田区神田錦町3丁臼1番地 振酎l盤東京20018番
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